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■ 2024年8月1日（木）
� J-FLECホームページをリニューアル。

■ 8月2日（金）
� 「J-FLECはじめてのマネープラン」電話相談を開始。

■ 8月14日（水）
� 講師派遣（出張授業）で使用する「標準講義資料」を

J-FLECホームページにて一般公開。
あわせて利用に際しての留意事項についても公開。

� J-FLECに事業移管した業界団体の教材も一般公開。

■ 8月26日（月）
�  新CMおよび「お金の知識力無料診断」を公開。
� 講師派遣（出張授業）の申込受付を開始。
�  J-FLEC認定アドバイザーの認定申請の受付開始。

■ 10月21日（月）
�  「J-FLECはじめてのマネープラン」無料体験の申込受付開始。

■ 10月23日（水）
�  J-FLEC認定アドバイザーのリスト・プロフィールを公表。

■ 今秋より「J-FLECはじめてのマネープラン」割引クーポンの
配布を開始予定。

※ イベント・セミナーについては順次実施中。
※ J-FLEC公式Youtube、公式Ｘ（旧Twitter）も開設済み。

J-FLECホームページ

J-FLEC公式Youtube

J-FLEC公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）

金融を学べる教材一覧

講師派遣で使用する教材の公開について

お金の知識力無料診断

講師派遣（出張授業）

J-FLEC認定アドバイザー

J-FLECはじめてのマネープラン

J-FLEC 事業開始状況

J-FLEC認定アドバイザー



2（参考）「J-FLECはじめてのマネープラン」電話相談の状況

【概要】

〇 報告対象期間：2024年８～９月

（８月２日～９月３０日 3９営業日）

〇 相談件数：１３３件

〇 相 談 者：４０代・５０代・６０代以上が中心

〇 相談分野：「資産形成」が最も多い（48.1％）

【相談内容の例】

・出産や子の進学により、家計にどのような影響があるか。

・老後の医療費や介護資金としていくら用意しておけばよいのか。

・投資のリスクが怖いが、どう考えるべきか。保有資産の何割程度を運用に回せばよいか。

・相場が大きく変動しているが、保有している資産（投資信託等）を売却すべきか。 ※ ８月初旬の相談

・金融機関から金融商品（外貨建終身保険、仕組債等）の購入を勧められたが、購入した方がいいのか。

・年金の繰り下げ受給（繰り上げ受給）をしても問題ないか。

・住宅ローンは変動金利と固定金利どちらを選択すればよいのか。繰り上げ返済すべきか。

・子に毎年贈与をする場合の留意点は何か。
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相談分野別

件数

1.家計管理

2.生活設計（ライフプラン）

3.資産形成

4.保険

5.年金

6.住宅・不動産

7.相続・贈与

8.その他

 2024年８月２日から、J-FLEC相談員による「J-FLECはじめてのマネープラン」電話相談を開始。



3（参考）８月の相場変動時における情報発信



4（参考）標準講義資料（資産形成や金融トラブルに関する内容）

（出典）J-FLEC標準講義資料（若手層社会人向け）

 2024年8月14日、J-FLECホームページにおいて、標準講義資料の一般公開を開始。

 J-FLECの標準講義資料は、以下の内容に言及。

• リスクを抑えた安定的な資産形成には長期・積立・分散投資（上がっても下がっても焦ら
ない等）が向いていること

• 金融トラブルを避けるために、「おいしい話には気をつける」こと 等
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＜主に一般の方々へ＞

（参考）J-FLEC共催のイベント・セミナー①

＜主に消費者教育に携わる方々へ＞
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＜主に子どもとその保護者、教員の方々へ＞

（参考）J-FLEC共催のイベント・セミナー②

＜主に経営層や人事・福利厚生担当の方々へ＞



7（参考）J-FLEC共催のイベント・セミナー③

＜主に富山県在住の一般の方々へ＞
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 2024年10月21日（月）時点で、合計637名のJ-FLEC認定アドバイザーを認定済。

 ８月26日（月）より、新規の認定申請の受付を開始し、所定の審査のうえ、順次認定。

※ これまで、既存講師（金融広報アドバイザー、金融・証券インストラクター、金融インストラクター、投資信託協会講師）、

J-FLEC相談員として日本FP協会からの推薦を受けた者について、先行して認定審査を実施。

 10月23日（水）より、J-FLECのウェブサイト上において、上記のJ-FLEC認定アドバイザーのリスト及び

プロフィールを公開。

【J-FLEC認定アドバイザー（637名）の属性】（2024年10月21日時点）

20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

2名
(0.3%)

22名
(3.5%)

84名
(13.2%)

189名
(29.7%)

290名
(45.5%)

50名
(7.8%)

CFP AFP
FP技能検定
（2級以上）

消費生活
相談員等

外務員
（１種）

士業(注)
証券

アナリスト
銀行業務
検定

293名
(46.0%)

122名
(19.2%)

110名
(17.3%)

40名
(6.3%)

31名
(4.9%)

30名
(4.7%)

9名
(1.4%)

2名
(0.3%)

82.4%

（年代）

（保有資格） ※複数の資格を保有している場合は、左側のものから優先してカウント。

（参考）J-FLEC認定アドバイザーの認定状況①

（注）税理士、司法書士、社会保険労務士など
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【J-FLEC認定アドバイザー（637名）の都道府県分布】（2024年10月21日時点）

都道府県名 人数 都道府県名 人数 都道府県名 人数 都道府県名 人数

北海道・東北ブロック 北信越ブロック 近畿ブロック 四国ブロック

北海道 19 新潟 17 滋賀 3 徳島 5

青森 7 富山 11 京都 14 香川 7

岩手 3 石川 9 大阪 29 愛媛 8

宮城 7 福井 6 兵庫 18 高知 0

秋田 5 長野 6 奈良 16 九州・沖縄ブロック

山形 4 中部ブロック 和歌山 7 福岡 20

福島 4 岐阜 6 中国ブロック 佐賀 １１

関東ブロック 静岡 14 鳥取 3 長崎 13

茨城 10 愛知 20 島根 2 熊本 11

栃木 10 三重 6 岡山 9 大分 10

群馬 7 広島 10 宮崎 5

埼玉 29 山口 6 鹿児島 9

千葉 27 沖縄 6

東京 124

神奈川 63

山梨 1

（参考） J-FLEC認定アドバイザーの認定状況②

赤字：8月1日時点より増加
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 J-FLECホームページにおいてJ-FLEC認定アドバイザーを募集中。

【J-FLECホームページに掲載する応募要件等（一部抜粋）】

認定要件

1. 次のいずれにも該当しないこと

• 金融商品の組成・販売等を行う金融機関等に所属している

• 金融商品の組成・販売等を行う金融機関等から、顧客に対するアドバイスの信頼性・公正性
に影響を及ぼし得ると考えられる報酬を得ている

2. 家計管理、生活設計、NISA・iDeCo等の資産形成支援制度、金融商品・サービス、消費生活相談
等に関するアドバイスを提供するために有益な資格（CFP®、AFP、FP技能検定（２級以上）、外
務員（１種）、弁護士等の士業、消費生活相談員など）及び一定の業務経験（原則として当該資格に
関するもの）を有すること

3. 法令諸規則違反等による、刑事罰、処分その他の措置を受けていないこと

4. 反社会的勢力ではないこと

5. その他、金融経済教育推進機構が不適当と認めた者でないこと

資格等及び
一定の業務経験の例

「アドバイスを提供するために有益な資格及び一定の業務経験」を例示。

【J-FLECホームページに掲載する登録フロー】

（参考）J-FLEC認定アドバイザーの募集



免責事項

• 本資料における記載事項は、本資料の日付時点のものであり、今後変更となる可能性があります。

• 本資料の無断転用・転載・使用を禁じます。


